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NY マーケットレポート（2021 年 7 月 1 日） 
 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート （前日 21 時 00分～午前 5時 30分まで） 
 

米国の主要な経済指標の結果 

新規失業保険申請件数 36.4 万件（予想 38.0万件・前回 41.1万件⇒41.5万件） 

失業保険継続受給者数 346.9 万人（予想 333.5万人・前回 339.0 万人 341.3 万人） 

米新規失業保険申請件数（6/26までの週）は、前週比-5.1万件となり、昨年 3 月以来、約 1年 3 ヵ月ぶりの

低水準まで改善した。ワクチン接種拡大などを背景に、経済活動の再開が進んだことで、労働市場の改善に

つながったことが示された。一方、失業保険継続受給者数（6/19までの週）は、前週比+5.6万人だった。 

 

 

データを基に SBILMが作成 
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6 月 ISM 製造業景況指数 60.6（予想 61.0・前回 61.2） 

6 月の米 ISM 製造業景況指数は、前月から 0.6ポイント低下し、市場予想も下回った。ただ、製造業の景気

拡大・縮小の判断基準となる 50 は 13ヵ月連続で上回っている。新規受注が 66.0（前月 67.0）、雇用が 49.9

（50.9）と低下した一方、生産は 60.8（58.5）、在庫は 51.1（50.8）、仕入価格は 92.1（88.0）と上昇し

た。 6月は 18業種中 17業種が景況拡大を報告した。 
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ダウ平均、S&P500は 3営業日続伸、ナスダックは小幅反発 

米株式市場では、前日の ADP 雇用統計の良好な結果に加え、この日発表された新規失業保険申請件数が約 1

年 3ヵ月ぶりの低水準に改善したことが好感され、米主要株価指数は堅調な動きとなった。ただ、週末に発

表予定の米雇用統計の結果を見極めたいとの思惑も根強く、やや上値は限定的だった。ダウ平均株価は、序

盤から堅調な動きとなり、一時前日比 137 ドル高まで上昇した。終盤まで高値圏を維持し、131.02ドル高

（+0.38％）で終了、3 営業日続伸となった。一方、ハイテク株中心のナスダックは、序盤底固い動きとなっ

たものの、その後下げ幅を拡大する場面もあった。ただ、終盤には持ち直して 18.43ポイント高（+0.13％）

で終了した。また、S&P500は 3営業日続伸となり、取引時間中、終値ベースの最高値を連日更新した。 
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ドル/円は一時 111.64まで上昇、昨年 3/25以来の高値 

NY 市場では、前日の ADP雇用統計の良好な結果に続き、企業の人員削減数が 21年ぶりの低水準に低下した

ことや、米新規失業保険申請件数が予想以上の減少となり、約 1年 3 ヵ月ぶりの低水準まで改善したことか

ら、週末に発表予定の米雇用統計に対する期待感が高まり、ドルは主要通貨に対して堅調な動きとなった。

さらに、米長期金利の指標となる米 10 年債利回りが 1.452％から 1.483％まで上昇したことも加わり、ドル

は対円で一時 111.64まで上昇し、2020 年 3/25以来の高値を付けた。ただ、週末の米雇用統計の発表を控え

て様子見ムードも強まっており、値動きは限定的だった。一方、新型コロナウイルスの変異株の感染が拡大

している欧州や、シドニーが 2週間のロックダウンに入っていることが影響し、ユーロや豪ドルは対ドルで

軟調な動きとなり、ユーロは対ドル 4/6以来、豪ドルは対ドルで 2020年 12/16以来の安値を付けた。 

 

出所：総合分析チャート 
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